
ア
カ
ツ
キ
交
通
で
は
1
2
0
名

の
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
心
身
を
守

る
た
め
、
月
に
一
度「
安
全
衛
生
委

員
会
」
を
開
催
し
、
乗
務
の
際
の
お

客
様
の
苦
情
や
本
人
の
意
見
な
ど
を

管
理
職
の
社
員
が
聞
い
て
快
適
な
職

場
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
年
末
は
外
部
講
師
の
講
習
会
を
開

い
て
お
り
、
今
年
は「
北
海
道
産
業

保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
員
の
立
花

純
子
さ
ん
を
招
き
ま
し
た
。

講
義
の
内
容
は
、
主
に
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
。

「
言
わ
な
く
て
も
通
じ
て
い
る
」
と

思
っ
て
も
、
相
手
に
言
葉
で
し
っ
か

り
伝
え
な
い
と
意
外
と
伝
わ
ら
な
い

も
の
。
立
花
さ
ん
は
、
自
分
も
相
手

も
大
切
に
す
る
や
り
取
り
の
実
例
を

と
題
し
、
遠
方
に
あ
る
、
ま
た
は
住

む
人
が
い
な
い
な
ど
実
家
を
相
続
し

た
時
に
起
こ
る
財
産
分
与
の
ト
ラ

ブ
ル
、
相
続
や
売
却
に
か
か
る
税
金

の
金
額
、
空
き
家
の
場
合
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
な
ど
、
多
く
の
人
が

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い「
実

家
」
の
相
続
に
つ
い
て
、
滝
川
社
長

が
実
例
を
踏
ま
え
て
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
し
ま
す
。

「
親
が
亡
く
な
っ
て
い
な
く
て
も

認
知
症
を
発
症
す
る
と
判
断
能
力

が
な
い
と
さ
れ
、
不
動
産
の
売
却
も

本
紙
で
も
広
告
を
出
し
て
い
る

太
平
不
動
産
で「
こ
れ
だ
け
は
知
っ

て
お
き
た
い　

実
家
の
相
続
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
講
師
は

相
続
対
策
専
門
士
の
滝
川
徹
幸
社
長

が
務
め
、
こ
れ
ま
で
も
不
動
産
の
相

続
に
つ
い
て
定
期
的
に
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
実
家
を
相
続
し
た
8
割

が
知
ら
な
い
相
続
と
売
却
の
常
識
」

太
平
不
動
産

従
業
員
ら
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
学
ぶ

お
店
探
訪

G
O
G
O!

!

▲朗読劇の一幕

▲小鳩団地町内会の名称
から店名も「ポッポ」

▲ボリューム満点のA定食

▲講師の立花純子さん

▲講習会の様子

▼
住
所
：
篠
路
町
上
篠
路
２
６
２
︲
16

（
篠
路
こ
ば
と
公
園
隣
） 

▼
電
話
：
7
8
8
︲
8
9
9
5

▼
営
業
時
間
：
ラ
ン
チ
月
～
木

午
前
11
時
～
午
後
2
時

デ
ィ
ナ
ー
木
～
土 

午
後
5
時
～
9
時

▼
定
休
日
：
日

無
料
！ 

実
家
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

ア
カ
ツ
キ
交
通

地
域
と
つ
な
が
る
お
店
を
目
指
し
て

挙
げ
な
が
ら
、「
我
慢
す
る
と
心
の

健
康
を
崩
し
て
し
ま
う
。
自
分
の
感

情
を
整
え
な
が
ら『
話
し
合
う
』
こ

と
で
相
手
と
自
分
を
理
解
し
て
い
く

の
が
大
切
」と
話
し
ま
し
た
。

働
く
と
い
う
こ
と
は
何
よ
り
自
分

の
心
身
の
健
康
が
第
一
。
同
社
の
春

原
社
長
は「
我
が
社
は
20
～
70
代
ま

で
50
歳
以
上
年
の
離
れ
た
人
た
ち
が

一
緒
に
働
い
て
い
る
。
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
に
注
意
を
払
い
な

が
ら
、
全
員
を
大
切
に
し
て
い
く
会

社
で
あ
り
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

で
き
ず
資
産
凍
結
の
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
の
解
決
法
、
売
却
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、
皆

さ
ん
が
疑
問
に
思
う
こ
と
を
全
て
お

答
え
し
ま
す
」
と
滝
川
社
長
は
話
し

て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
家
を
ど
う
す
る
か
、
ま

た
親
の
家
を
ど
う
す
る
か
。
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費
は
無
料
で
す
！

▲バンドをしたい方は無料
で楽器を貸し出ししてい
ます

上
篠
路
の
小
鳩
団
地
町
内
会
の

住
宅
街
に
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ

「
ポ
ッ
ポ
」。
こ
ち
ら
の
お
店
、
と
に

か
く
全
て
が
安
い
！
魚
又
は
肉
が
選

べ
る
A
定
食
、
麺
類
の
B
定
食
は

と
も
に
6
5
0
円
。
お
子
様
ラ
ン

チ
・
お
子
様
カ
レ
ー
は
4
0
0
円
。

カ
ツ
カ
レ
ー
、
か
ら
あ
げ
・
野
菜
カ

レ
ー
は
ワ
ン
コ
イ
ン
の
5
0
0
円
。

他
に
も
サ
ラ
ダ
や
ポ
テ
ト
な
ど
の

単
品
料
理
が
い
ず
れ
も
2
5
0
円
。

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
は
1
5
0
円
、

話
し
て
い
ま
す
。

2
階
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
し
、

1
階
の
カ
フ
ェ
も
マ
マ
友
、
サ
ー
ク

ル
、
町
内
会
の
集
ま
り
な
ど
に
貸
し

出
し
て
く
れ
る
そ
う
。「
ふ
れ
あ
い

わ
が
街
を
見
た
よ
」
と
い
う
方
に
は

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
と
B
型
就
労
の
利
用
者

さ
ん
も
あ
わ
せ
て
募
集
中
！

ア
ル
コ
ー
ル
も
全
て
3
5
0
円
と

い
う
破
格
の
安
さ
。

そ
の
理
由
は
こ
ち
ら
の
お
店
が
就

労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
だ
か
ら
。

代
表
の
八
木
裕
美
さ
ん
は「
私
た
ち

は
障
害
や
難
病
、
高
齢
の
方
が
一
緒

に
働
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
と

つ
な
が
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
元
気
に
働
き
、
お
客
様
の
寛

容
さ
と
優
し
さ
で
、
皆
様
が
居
心
地

の
良
い
空
間
を
つ
く
れ
る
よ
う
な
お

店
作
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と

カ
フ
ェ
&
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス「
ポ
ッ
ポ
」

▲会社は東8丁目通沿いです

髙
木
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
地
域
の
方
が
こ
れ
ほ
ど
感
激

し
て
く
れ
た
こ
と
は
関
係
者
の
方
々

に
も
励
み
に
な
る
で
し
ょ
う
。

10
月
29
日
、
篠
路
歌
舞
伎
保
存
会
の
会
員
12
名
が
篠
路
コ
ミ
セ
ン
の
芸
能

の
集
い
で「
唐
茄
子
屋
」
を
演
じ
ま
し
た
。
そ
の
朗
読
劇
を
観
た
地
域
住
民

の
方
が
、
本
紙
に
感
想
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

歌
舞
伎
保
存
会
　
朗
読
劇
の
感
想

「
熟
年
パ
ワ
ー
の
歌
舞
伎
初
舞
台
」 

篠
路
在
住
　
髙
木
武
司
さ
ん

秋
風
深
ま
る
10
月
下
旬
の
芸

能
・
文
化
の
一
日
を
幽
玄
の
美「
歌

舞
伎
鑑
賞
」
と
洒
落
た
。
演
じ
る

は
齢
70
～
80
強
の
篠
路
歌
舞
伎
保

存
会
の
面
々
が
長
い
間
中
断
し
て

い
た
篠
路
所
緑
の
農
村
歌
舞
伎
を
、

若
い
衆
に
は
負
け
ら
れ
ぬ
と
一
念

発
起
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

初
舞
台
は
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
く

「
江
戸
長
屋
の
人
情
噺
」
朗
読
劇

で
あ
り
、
幕
が
開
き
座
長
の
口
上

か
ら
雰
囲
気
満
点
、
出
演
者
も
見

事
に
役
者
を
演
じ
た
。

拍
手
喝
采
‼
入
植
当
時
、
男
衆

が
酒
や
博
打
に
恥
溺
す
る
こ
と
を

苦
慮
し
た
女
性
た
ち
が
趣
味
と
し

て
当
時
大
衆
芸
能
で
あ
っ
た
歌
舞

伎
を
男
衆
に
勧
め
た
と
さ
れ
て
お

り
、
篠
路
人
の
粋
な
一
面
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
歴
史
的
背
景
を
糧
に
、
今

回
の
旗
揚
げ
を
機
と
し
て
保
存
会

が
ま
す
ま
す
発
展
充
実
し
て
篠
路

を
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
。

幕
が
閉
じ
た
後
、
一
段
と
秋
が

深
ま
り
秋
色
に
染
ま
る
コ
ミ
セ
ン

会
場
を
爽
や
か
な
会
場
で
後
に

し
た
。

▲講師の滝川徹幸社長

▲お申し込みはこちら

発

行

㈱道新中西販売所
北区篠路3条7丁目3-19

☎771-2229

編

集

ふれあいわが街編集部
地域情報やご感想はこちらまで

 TEL：090-9758-6537
 Mail：5821@d4.dion.ne.jp
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70 歳以上のお客様を対象に、販売所所員が電球交換などチョットしたお手伝いをします。
詳しくは販売所までお問合せください。「チョットお助けサービス」

▼
日
時
：
1
月
21
日
日
午
前
10
時
～

正
午

▼
場
所
：
太
平
不
動
産
（
太
平
11
条

5
丁
目
1
︲
8
）

▼
予
約
・
お
問
合
せ
：
7
7
2
︲

2
1
0
3



販売店からのお知らせ
１月の新聞

休刊日は ２日（火）です

タクシーの
ご用命は 771-6000

◎乗務員大募集中!!

◎お得なシニア割引・
　スタンプカードも実施中♪

771-2631☎011-
アカツキ・タクシー無線センター

「地域見守り隊」
あんぜん・あんしんパトロール運動に

参加しています。

札幌市北区百合が原4丁目10番8号アカツキ交通株式会社

な な い ろ む せ ん

車いす介助ケア快適輸送♪

観光ハイヤー 商用貸切

二種免許の費用も当社で負担します。
状況に応じて日勤のみ、夜勤のみなどの相談もOK!

65際以上の方は年齢を確認できるものをご提示いただくと、ご乗車料金の 10%を割引します。
また、一般の方でもご乗車料金 500円ごとにスタンプ 1個、20個を貯めていただくと 500円
割引ができます。是非ご利用ください。

中
西
販
売
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

夕
刊
の
休
刊
に
伴
い
終
了
時
間
を

変
更
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

【
こ
れ
ま
で
の
営
業
時
間
】

▼
平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

▼
日
祝
：
午
前
８
時
30
分
～
正
午

【
変
更
後
】

▼
平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
日
祝
：
変
更
な
し

上
篠
路 

教
願
寺

▲教願寺の外観

▲納棺のデモンストレーション

▲ハーバリウム作品の一例

百合が原
公園

み
ん
な
で
楽
し
む

【
冬
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

の
ご
案
内

北消防署警防課篠路出張所 北区篠路２条4丁目7-20 ☎７７１－２５１０相談・お問い合わせ先

消防署からご挨拶とお知らせ消防署からご挨拶とお知らせ
昨年も消防行政にご理解、ご協力いただきありがとうございました。本年も市民の皆様が
安全で安心して暮らせる街を目指し努力して参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

消火栓の除雪は、消防職員と消防団員が行っていますが、大雪が降った直後は、一部除雪が行き届か
ない場合があります。地域の安全・安心のためにも、ご自宅やお勤め先の周辺にある消火栓の除雪に
何卒ご協力をお願いします。

消火栓除雪にご協力をお願いいたします

新年あけまして
おめでとうございます

8：30～19：00
8：30～13：00

☎011-773-4222

大西整骨院

百合が原8丁目19－23

打撲・捻挫・挫傷など

営業時間
平日

土曜日

取り扱い

終
活
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

情
報
・

広
告
大
募
集
!

当紙では、各種企業様、店舗様の広告
を随時大募集中です！
貴方のお店を当誌で楽しく PR してみ
ませんか ?
また各コーナーへの情報もお待ちし
ております！お問い合わせはこちら
まで！

12
月
2
日
～
5
日
の
4
日
間
に
か

け
、
教
願
寺
に
て
次
世
代
に
仏
の
教

え
と
経
文
を
伝
え
る
永
代
経
の
行
事

が
催
さ
れ
、
初
日
の
2
日
に
は
特
別

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
、
終
活
講
座
、
模
擬
葬
儀
、
お
く

り
び
と
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

の
三
本
立
て
。

終
活
講
座
で
は
円
滑
相
続
普
及
協

会
に
よ
り
、
実
際
に
あ
っ
た
相
続
ト

ラ
ブ
ル
や
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

ケ
ー
ス
の
説
明
、
相
続
診
断
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
リ
ス
ク
管
理

に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

模
擬
葬
儀
で
は
真
宗
大
谷
派
の
葬
儀

と
読
経
の
意
味
が
説
明
さ
れ
、
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
日
本
で
唯

一
納
棺
士
の
養
成
学
校
を
運
営
す
る

『
お
く
り
び
と
の
お
葬
式
』
に
よ
る

納
棺
の
儀
の
様
子
が
再
現
さ
れ
、
参

加
者
は
厳
か
な
儀
式
の
様
子
を
興
味

深
そ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
催
し
を
企
画
し
た
教
願
寺

の
遠
島
光
顕
副
住
職
は「
普
段
あ
ま

り
見
る
機
会
の
な
い
仏
事
や
葬
儀

の
様
子
を
伝
え
る
の
も
お
寺
の
役

目
」
と
話
し
ま
す
。
教
願
寺
で
は
今

後
も
永
代
経
に
て
、
こ
う
し
た
催
し

百
合
が
原
公
園
が
開
催
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
も
特
に
人
気
の

「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
づ
く
り
」を
、
冬
休

み
期
間
、
緑
の
セ
ン
タ
ー
受
付
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
講
師
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
写
真

付
き
の
テ
キ
ス
ト
を
お
渡
し
す
る
の

で
ど
な
た
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら

作
れ
る
上
、
公
園
内
で
採
れ
た
様
々

な
植
物
の
ド
ラ
イ
花
材
が
使
え
る
た

め
、
制
作
者
の
個
性
が
光
る
作
品
に

仕
上
が
る
の
も
嬉
し
い
ポ
イ
ン
ト
！

開
館
時
間
の
間
は
い
つ
で
も
参
加

O
K
！
短
時
間
で
小
さ
な
お
子
さ

ん
で
も
簡
単
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ご
友
人
と
ご
家
族
と
、
お
子
さ
ん

の
冬
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に
い
か

が
で
す
か
？

▼
日
時
：
1
月
21
日
日
ま
で　

午
前

10
時
～
午
後
3
時

※
緑
の
セ
ン
タ
ー
休
館
日
の
月
曜

（
月
曜
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）と

年
末
年
始
は
お
休
み

▼
場
所
：
百
合
が
原
公
園　

緑
の
セ

ン
タ
ー
受
付
ホ
ー
ル

▼
予
約
・
お
問
合
せ
：
☎︎
7
7
2
︲

4
7
2
2

営
業
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
く
と
の
事
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
い
か

が
で
す
か
？
詳
し
く
は
教
願
寺
ま
で

（
☎︎
︎7
7
1
︲
2
6
1
6
）

▲レオくん 
（オーストラリアン

シェパード♂4歳）

我
が
家
の
ペ
ッ
ト

我
が
家
の
ペ
ッ
ト
我
が
家
の
ペ
ッ
ト
を
掲
載
し
た

い
方
は
編
集
部
ま
で
。
ペ
ッ
ト
の

種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

ペ
ッ
ト
自
慢
、
ど
し
ど
し
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！飼い始めは瞳の色が

グレーで可愛かった
のに、大きくなった
ら変わりました！子
供たちと遊んでくれ
るけど泣かれること
も多くなったね（笑）

ふれあいわが街編集部（佐々木)
TEL：090-9758-6537
Mail：5821＠d4.dion.ne.jp

参加
無料

（2）　371号　毎月発行  2024年1月号


